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1-1 本事業の背景と⽬的 

1-1-1 背景：地域活性化・地域観光振興に向けた取り組み 
糸満市では、自然・歴史・文化の地域資源、クリーンエネルギー利用施設、スポーツ施設の利

用の活性化及び観光客の安全性確保などを一体的に進める『糸満市誰もが訪れたくなるまちづく

り事業』を推進しており、市民の生活環境の向上と観光振興事業に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが訪れやすい移動手段の構築が重要 

糸満市まるごと博物館事業 生活感幸（観光）環境づくり事業

冬場のエコスポーツ拡大事業

新しい公共交通検討事業

サンゴ移植造成事業

高嶺間切番所跡公園整備事業

沖縄らしい風景づくり事業

糸満市中央市場整備事業

糸満市まるごとスマート化 省エネ設備化推進事業

燃料ごみ処理モデル事業

観光客が安心して訪れるまち事業 観光地危険生物駆除事業

学校校舎緊急避難施設整備事業

誘客宣伝・受入体制整備事業 糸満イベント推進事業

体験交流促進事業

糸満漁港整備事業

糸満市観光振興基本計画策定事業

糸満市観光農園周遊道路整備事業

文化交流・情報発信拠点施設整備事業

海幸・陸幸振興事業 小規模農家支援事業

島ヤサイ生産拡大及び消費拡大事業

地場産品販路拡大事業

糸満フェア事業

糸満和牛群改良整備事業

平和学習受入体制整備事業 平和学習受入体制整備事業

糸満市人材育成事業 確かな学力を育むサポート事業

英語指導事業

適応指導教室設置事業

障害児学習環境づくり事業

情報教育環境づくり事業

教育環境整備事業

元気のつながるまち事業 子育て応援ＮＰＯ活動支援事業

障がい者就労支援事業

放課後児童クラブ巡回支援事業

幼稚園児預かり支援事業

アマチュアスポーツのメッカ事業 運動公園・体育施設機能強化事業

パークゴルフ場整備事業

西崎みどりの遊歩道整備事業

西崎運動公園等有効活用整備事業

糸満市誰もが訪れたくなるまちづくり事業
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図 1-1 新しい公共交通による各事業の連携イメージ 
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1-1-2 ⽬的 
糸満市と那覇市を結ぶ既存路線バスが市への最短経路となる国道 331 号バイパス（豊見城糸満道

路）を経由しておらず、市内に立地する沖縄県を代表する観光資源や大型宿泊施設との結節も弱い

など、公共交通利用を希望する観光客のニーズに対応できていない状況にあった。 
 
そのため、平成 24 年度には新たな公共交通の可能性・方向性を示すとともに、平成 25 年度には

先行的に地域の骨格となる公共交通として、那覇空港から大型宿泊施設や観光地を経由するバス路

線（以下、「糸満市～那覇空港直行バス路線」という。）の実証実験計画を策定した。 
 
さらに、平成 26 年度は平成 25 年度に策定した糸満市～那覇空港直行バス路線実証実験運行計画

に基づき、実証実験に向けた準備業務として、観光プログラム企画等、観光ガイドの養成、関連施

設との連携、プロモーション活動等を行った。 
 
平成 26 年度に策定された計画を踏まえ、平成 27 年度には糸満市～那覇空港直行バス路線及び糸

満市地域観光交通の実験運行が行われた。さらに、同年の実験結果を踏まえ、運行内容や区域が見

直され、平成 28 年度実証実験計画が策定された。 
 
本業務は平成 28 年度実証実験計画に基づく糸満市～那覇空港直行バス路線の実験運行を行うと

ともに、本格運行に向けた各種検証および課題等の把握を目的に実施するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 本事業の位置づけ（赤字が本報告書の範囲）  

【平成 25 年度】新しい公共交通検討事業（那覇空港直行バス路線実証実験計画策定） 

【平成 24 年度】新しい公共交通検討事業（基礎調査） 

<基本理念> いきいきとした暮らしと人をつなぐ新しい公共交通 

<方針２> 

地域、事業者、行

政の協働による

公共交通を支え

る体制づくり 

<方針１>  

市民生活の足を

担う路線バスの

維持・活性化 

<方針３> 

交通不便地域等

における移動手

段の確保 

<方針４> 

幅広い利用者に

とって利便性の

高い広域交通路

線の確保 

<方針５> 

事業採算性及び

公共性を踏まえ

た見直し基準の

設定 

【平成 27 年度】 

糸満市～那覇空港直行バス路線実証実験

【平成 27 年度】 

糸満市地域観光交通実証実験 

【平成 26 年度】新しい公共交通検討事業 

糸満市～那覇空港直行バス路線 

実証実験準備 
糸満市地域観光交通運行計画策定 

【平成 28 年度】 

糸満市～那覇空港直行バス実証実験 

【平成 28 年度】 

糸満市地域観光交通実証実験 
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⽷満市〜那覇空港直⾏バス（串）・・・ ⽷満市への⾏き易さ向上等 

地域観光交通（団⼦）・・・ 周辺観光資源の活⽤・移動⼿段の確保等 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 新しい公共交通の全体イメージ

至
那
覇
空
港 

移動⼿段の確保 

⾏き易さ向上

観光資源の活⽤

回遊性の向上

平和祈念公園
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1-2 実証実験スケジュール 
 

計画準備

１　実証実験運行（H28.5.23～H28.9.30）

２　観光プログラムの実施（H28.5.23～H28.9.30）

３　利用実態調査

　（１）車内アンケート（H28.8.10～H28.9.30)

● ●

　（２）観光コースアンケート（H28.5.23～H28.9.30)

　（３）事業者アンケート（H28.9.26～Ｈ29.2.3）

４　プロモーション活動

　（１）チラシ、ブックレット作成・配布

　（２）ウェブサイト構築

５　糸満市地域観光交通運行計画検討委員会

　・幹事会（2回） ● ●

　・委員会（3回） ● ● ●

６　とりまとめ

計画準備

１　実証実験運行

２　運行体制等

３　利用実態調査

４　プロモーション活動

糸満市那覇空港直行バス路線実証実験検討委員会・幹事会

　・幹事会（2回） ● ●

　・委員会（3回） ● ● ●

とりまとめ

平成２８年度
項   ⽬

糸
満
市
～

那
覇
空
港
直
行
バ
ス
実
証
実
験
業
務

地
域
観
光
交
通
実
証
実
験

（
参
考
情
報

）

3⽉9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉

第1回合同委員会

4/28
第2回合同委員会

1/13
第3回合同委員会

2/17

第1回合同幹事会

1/13
第3回合同幹事会

2/17

実験終了告知公開・随時更新事前告知

原稿作成・印刷 市内全世帯、車両内、市内観光施設、那覇市内ホテル等へ配布

全世帯配布（9月広報誌へ折込） 全世帯配布（1月広報誌へ折込）

第1回合同委員会

4/28
第2回合同委員会

1/13
第3回合同委員会

2/17

第1回合同幹事会

1/13
第3回合同幹事会

2/17

全世帯アンケート配布（9月） 全世帯アンケート配布（1月）

通常調査（補完調査）

全日調査

第1回 8/10
8/13

全日調査

第2回 9/15
9/19


